
第４次新潟市環境基本計画の策定方針（修正案）

計画の位置付け

計画策定の背景・視点

施策の体系

新潟市地球温暖化対策実行計画（地域推進版）
－環境モデル都市推進プラン－

新潟市一般廃棄物処理基本計画

にいがた命のつながりプラン
－新潟市生物多様性地域計画－

新潟市地球温暖化対策実行計画
（市役所率先実行版）

第４次新潟市環境基本計画〔R5(2023)～R12(2030)〕

次期新潟市総合計画〔R5(2023)～R12(2030)〕※策定中

環境教育等行動計画

地域気候変動適応計画

スマートエネルギー推進計画

第4次 新潟市環境基本計画
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日
本
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拠
点
都
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１ 脱炭素社会の創造

２ 循環型社会の推進

３ 自然との共生

４ 良好な生活環境の確保

(1) 省エネルギー・再生可能エネルギーの推進

(1)３Ｒの推進によるごみの減量

(2)地域の環境美化の推進

(3)持続可能なごみ処理体制の整備

(1)生物多様性の保全

(2)自然環境の持続可能な利用

(1)環境負荷の低減・抑制

(2)環境保全のための事前配慮の推進

環
境
分
野
の
施
策
を
推
進

（そ
の
他
の
分
野
の
施
策
）

環境関連の個別計画

関係行政計画

整合を図る中長期的な指針を示す

整合を
図る

環境分野から
目指すまちの姿の実現に寄与

環境分野の行政計画

・脱炭素社会に向けた取組の加速化
⇒社会経済の大きな変革

・持続可能な社会に向けた国内外の動き
⇒パリ協定、ＳＤＧｓ

・人と自然との共生
⇒生物多様性の保全、持続可能な利用

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響
⇒社会・経済ｼｽﾃﾑ、価値観等の変化

…など

・2050年ゼロカーボンシティ宣言(2020)
⇒実現に向けた取組の推進

・近年のごみ排出量は横ばいの状態
⇒さらなるごみの減量・資源化

・食品ロス、プラスチックごみ削減などの
新たな課題への対応

・ラムサール条約の湿地自治体認証(2022)
・環境保全活動の担い手の高齢化、減少

⇒人材の育成、協働の推進 …など
※第３次計画の評価・課題や市民アンケートの

結果に基づく内容なども反映させる。

○ 関連計画との整合を取り、本市が目指すまちの姿の実現に環境分野から寄与。

○ ＳＤＧｓの視点を踏まえて計画を策定。

環境に関する主な動向 本市の現状・今後の主な課題

計画の基本的視点

施策の方向

取組（事業）ごとに設定。
成果指標達成に向けた取組の状況を確認する指標。

【 目標 】

施策（４本の柱）ごとに設定。
各施策において特に重視する指標。成果指標

取組指標

年次報告書「新潟市の環境」により報告、公表。
⇒目標の達成状況とともに、翌年度以降の施策の
方向性を確認。

【 施策の実施状況 】

新潟市環境基本条例

生物多様性基本法

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

地球温暖化対策の
推進に関する法律

環境教育等による環境保全
の取組の促進に関する法律

気候変動適応法

施策の柱ごとに関連するSDGｓの目標を表記

新潟市廃棄物の減量及び
適正処理等に関する条例

(2)気候変動適応策の推進

目標の設定と施策の進捗状況の確認について

…「成果指標」と「取組指標」の２種類を設定

環境教育と協働の推進

温室効果ガスの排出削減対策（緩和策）への取組

気候変動に伴う影響を回避・軽減する取組

さらなるごみの減量化・資源化に向けた取組

協働による環境美化を推進する取組

将来を見据えたごみ処理体制を構築する取組

動植物の生息・生育環境の保全・再生や在来動植物との共存
に向けた取組

自然環境・生物多様性に配慮した暮らし・事業活動を推進
する取組

環境負荷を低減・抑制する取組

環境影響評価条例・関係制度を適切に運用
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定

取
組
指
標
を
設
定
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を
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組
指
標
を
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定

市域から排出される温室効果ガスのうち
二酸化炭素（CO₂）の削減量

施策 成果指標

１人１日あたりごみ総排出量

成果指標

コハクチョウ飛来数

成果指標

目指す
まちの姿

田園の恵みを感じながら 心豊かに暮らせる
日本海拠点都市

新潟市の生活環境における大気・水・音
などの状況が良好だと思う市民の割合

成果指標

資料１


